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1）「牛乳に相談だ。」キャンペーンについて  

・キャンペーンの目的  

適切なターゲットを設定し、効率的な情報伝達を行うことで牛乳に対する  

メージを変える。また、長期的に需要を確保する。（予算10億円／年X5）  

①即ち、中高校生に「牛乳」の存在を再認識させ、「身近な飲み物」と認識させること   

により、学校や家庭で自己増殖的に話題が広がること。  

②組織（チャネル・メンバー）もキャンペーンを理解し、自らマーケテイング活動に   

参加し、地域での「牛乳」の存在感を高める。  

③ ①、②を前提に、意識行動の変化を喚起し短期的、長期的な需要に結びつける。  

2）「（社）中央酪農会議」についての説明  

3）日本の牛乳市場の現状（キャンペーン開始時）  

4）ターゲットの設定  

■若い（実飲用）層か、母親（実購入）層か  

5）キャンペーンの組み立て（コミュニケーション構造）   

・中高生の意識と課題   

・コミュニケーションの効率化  

6）具体的な展開  

一中高生のコンタクトポイント   

・「組織（チャネルメンバー）」の活動  

7）キャンペーンの効果  

中高校生のキャンペーン認知■ ‥0％（？）→63％  

キャンペーン印象度・・・78％が「印象に残った」  

8）2年目の展開  

・ターゲットの設定2・・・中高生を3つのクラスターに分類  

・真々に有効なコピー開発とコンタクトポイント、メディアを使い分ける   



9）2年目の成果  

中高校生のキャンペーン認知・・・86％が認知  

キャンペーン印象度・・・79％が「印象に残った」  

10）3年目に向けて  

キャンペーンの成果  

①1年目を終えて  

当初目標の「中高生に過半数のキャンペーン認知を取る」「高い印象・好  

意度を得る」 という点では（地域的差はあるが）成功したが、キャン  

ペーンの広がり、意識・行動の変化という点では課題を残した。  

② 2年目を終えて  

認知向上、意識の変化は見て取れるが、具体的な行勤までは不十分な成  

果。  

③ 現在（2007年春）  

中高生の中でも、より細分化したターゲット像が浮かび上がり、効率的  

なコミュニケーションが求められる。また、「購入」という点では、「母  

親と子供のコミュニケーションがあって実購買に結びつく」という課題  

が明確になった。3年目以降にはこの点を追求する。  

ひやくそく  

（株）電通 アカウント業務管理室 百束英ニ  
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社団法人中央酎農会岳i   株式会社 t通  

講演の要旨  

1．社団法人中央酪農会議とは？  

2畿 キヤ諌ペ脱訣の基本設計   

書 夕踊lゲットの設定   

書：ヨミュニケ間▼ションの構造  

3．キヤンペーーンの具体的展開  

4．キャンペーンの効果  

5．キヤンペ鵬ン展開上の今後の課題   



本会議の業務  
●生乳需給の安定、流通の合理化等、生乳流通の総合的管理。   

（生乳の計画生産数量の設定と進行管理）  

●酪農生産基盤の強化、生乳需給構造の改善等の対策の企画推進。   

（簡単に言えば必要な補助事業を企画し、補助金を配る）  

●生乳需要の増進、酪農産業の理解醸成活動等の消費者対策。   

（牛乳消費拡大キャンペーン、酪農教育ファーム活動等）  

本会議の会員  

地方会員：ホクレン等、全国9地域の指定生乳生産者団体。  

中央会員：全中・全農・農林中金等の6中央団体。   

本会議の事業規模  
事業の対象となる生乳は、国内で流通する量の97％。  

事業規模：17年庶事業費総額194億円。（うち消費拡大関連14億  

円）  

■ 鰭農家（生乳生産者）数：25，700戸（06年2月）  

■ 乳牛飼養頭数：1．635千頭（搾乳牛86％）（06年2月）  

■ 酪農家1声当たりの飼養頭数   

：全国61，5頭、北海道gg．7頭、都府県43～3頭  

■ 生乳出荷量：臥052．736トン（07年）北海道約45％   

【フランス2．2千万トン、イギリス1．4千万トン、アメリカ7．7千万トン（04）】  

疇 国内生乳需要量：ほ319千トン（06年度）自給率6アワ右  

■ 生乳出荷用途の内訳   

：牛乳等向け4，646．366トン、乳製品向け3．407．370トン  

書 産業の規模（産出額）   

：酪農業 約8．000億円 乳業 約23，000億円   
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艶消費減遇  

轟嬢～ゞ．学識  

轟痘にな1‾丁  艶悶消  義が急減傾向  

96  97  98  99 00 01 02 03 04 05  

（農水省牛乳乳製品読計÷、一夕前田が推計：牢蜜ノ   
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牛乳消費量減退の背景  ⑨飲用需要構造の変化  

■少子高齢化の動向  ■食生活の外部化動向  ㈲
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牛乳消費量減退の背景 ②類似市場での競争激化  

（牛乳以外m．，■各種競合飲料の動向（世帯当たり購入容量左乳m．，  

こ＝＝コ牛乳  

暮 ヨーグルト  

◆ 豆乳  

▲ 100％ジュース  

ーート茶系飲料  

◆【スポーツドリンク  

」■「栄養一機脚l  

トミネラルウォーター  

92年 輌 如 輌 9綿 97年（了笥レク男轟イ濃ジフ昔4年竿吉月冒洗Ⅰデータによる牛乳類市場分析』）   



キャ∴一′、二・‥・・二一′無目的  

諸々の環境により、生活シーンの中で  

「牛乳】の存在感が希薄になっている。  

適切なタ触ゲットを設定し、効率的に  
情報伝達を行うことで牛乳に対する  

イメージを変える。  

また、長期的に需要を確保する。   
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ターゲットの設定  
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世代別にみた牛乳消費の変化  

各年代での牛乳消費量の推移（96年⇒04年）  

0ミルク「牛乳乳製品消費動向調奄」より）  

10代は最も牛 Lを飲在層 し力し10代を過ぎると  
急速l肖費量力成少 さ引 中高生の牛 L離れも大きし  
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中高生男女  

ターゲット選定の理由  

【緊急性】  【将来性】  

将来の健康の【；  
l  

ために10代≡  

での摂取が肝要要害  
I l＿   

消費量は  

全年代で最大  

長期的に  

市場を支える層  

規模 緊負性 将来性の視占から  
各州ゲットを『ヰ高生」lに 又  
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⑨家庭内での位置付け  

■家庭飲料純粋想起率  

0  20  

【10代男子】  
40  60  80  100  0  20  

【10代女子】  
40  60  80  100  

果汁飲料  
l32  

125．5  

牛乳  
口10代女子  

口全体  

その他  
l28．9  

コーヒー  27．3  
60．5  

L   

お茶  
】69．3  

畑53  

ネラル  

紅茶   

口10代男子 □全体        19．7                   3   l  
（中央酪農会は／牛乳飲用生活者調査・実態調査（05年3月）より）  

中高生男女丑l 家庭で飲む飲料と聞力れナ際 おÅ力 l 圧倒的優位『牛L』力引 手かj人力多しとは言えなし   
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1¢代にと富で年乳とは？②好意・関心・意向  

■牛乳に関する好意・関心・意向  

【10代男子】  【10代女子】  
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（中央酪農会は／牛乳飲用生活者調査・実態調査（05年3月）より）   
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10代にとって牛乳とは？③イメージ・＝－ズ  

■牛乳と理想とする飲料のイメージ総量  

さらl 中高生の中で牛 Lの存在成自体力希薄で  
イメ ソ 機日の両面で   スカら帝任してし る  

■  
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く牛乳に対する関心度〉   

・家庭内飲料としても、想起  

は高いとは言えない。   

・関心・好意・飲用意向ともに  

他の年代よりも低い。   

・イメージが希薄で、飲料として  

興味を持たれていない。  

・飲用量自体が減少   

・家庭内飲料として緑茶等に  

ポジションを奪われつつある。  

牛乳の現状においモ解決すべき優先課題  
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コミ，1∴ヤー・r・シÅ・・掛軸寧暗   
0時  6時  12時  18時  24時  

【平日の行動特徴】   

『学校』で過ごす時間が長い  

『移動時間』も長い  

『サイバー（携帯）』は、日中  

空き時間に頻繁に接触している。  

【休日の行動特徴】  

『塾』で過ごす時間も長い  

『サイバー（携帯）』は休日も  

変わらない頻度で接触している  

（電通／MCRデータより）   
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コミュニケ鵬ションの基本構造  

テレビC…を中心とした  

コミュニケーションで  

牛乳の存在感を高める  
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中高生のコンタクトポイントで  

牛乳ベネフィットを  

正確に多角的に伝える  

右脳的直感！  左脳的理解！  
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05～06年度の具体的展開  
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キャンペーン構築のためのインナーマネージメント  
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事業説明会で理解醸成  
一全国でブロック会議開催－  
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「牛乳に相談だ。」キャンペーン始まる。  
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【シンデレラ編】  
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仁テレビCM（冬期キヤンペ鵬ン）  

【ラブレター編】   
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＝．コンタクトポイントでの展開  
【牛乳のベネフィットに即したコピー開発】   

lI．コンタクトポイント展開 ①夏期ポスター（例）  
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